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農業委員会だより

▲市内各地から農林産物が集まりました！
　農業者の生産技術を競う「2011 栗原市農林産物品評会」
が 11 月６日、イオンスーパーセンター栗原志波姫店特設
会場において開催され、農林産物の展示・即売のほか、優
良農林産物の表彰が行われました。
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　冬季は、申請や届出のお客様で窓口が大変混
み合いますので、お手数ですが、事前に農業委
員会事務局または各総合支所産業建設課まで御
連絡の上、御来庁いただきますよう御協力をお
願いいたします。

「農業委員会事務局からのお願い」
　東日本大震災の被災地で生産・
製造されている農林水産物、加
工食品を販売するフェアや、社
内食堂・外食産業などでもこれ
を優先的に利用しようという取
組が全国に広がっています。
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
お申し込は・お問合せは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

栗
原
市
農
業
委
員
会

年
頭
の
挨
拶

会
長
　
門も
ん

　
傳で
ん

　 

　
仁ま
さ
し　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申

　
　
　
　
　
　
　
　

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
、
及
び
大
震
災
に
起
因
し
た
放
射
能

汚
染
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
畜
産
農
家
を

は
じ
め
と
し
た
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
は
ば
た
こ
う
栗
原
」
を
合
い
言
葉
に
、

四
年
前
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

か
ら
の
復
興
が
緒
に
つ
い
た
矢
先
の
出
来
事

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
昨
年
の
災
禍
は
、
極
め

て
残
念
な
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。
た
び
重

な
る
余
震
、
一
週
間
以
上
に
も
お
よ
ぶ
停
電
、

三
月
の
寒
さ
、
燃
料
不
足
、
そ
の
よ
う
な
中
、

栗
原
の
市
民
は
共
に
助
け
合
い
、
冷
静
沈
着

に
行
動
し
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
事
態
の
収

拾
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
状
況
の

中
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
い
ち
早
く
沿
岸

部
の
津
波
被
災
地
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ

ま
し
た
。
こ
の
事
は
、
尊
敬
に
値
す
る
こ
と

で
あ
る
と
同
時
に
、
栗
原
の
誇
り
と
し
て
長

く
語
り
継
が
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
最
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
が

放
射
能
の
問
題
で
す
。
放
射
能
汚
染
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
健
康
被
害
も
風
評
被
害
も
顕

在
化
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
、
し
か
も
被

害
を
い
か
に
評
価
す
る
か
確
立
し
た
も
の
に

は
な
っ
て
い
な
い
、
除
染
地
帯
の
指
定
を
受

け
た
も
の
の
、
そ
の
責
任
の
所
在
も
除
染
の

方
策
も
は
っ
き
り
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月

の
政
府
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明
は
、

復
旧
・
復
興
を
目
指
す
東
北
地
方
に
と
っ
て

極
め
て
大
き
な
足
か
せ
に
な
る
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
農
産
物
価
格
が
下
落
す
る

と
い
う
見
通
し
の
中
で
、
農
業
へ
向
か
う
意

欲
の
減
衰
は
否
め
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

お
け
る
農
業
以
外
の
分
野
も
考
え
れ
ば
、
農

業
の
危
機
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
地
方
の
危
機

と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
放
射
能
問

題
に
し
て
も
、
貿
易
交
渉
に
し
て
も
、
将
来

に
禍
根
が
残
ら
な
い
よ
う
な
施
策
・
交
渉
を

切
に
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
な
い
大
災
害
、
放
射
能
問
題
、
市

場
原
理
主
義
的
自
由
化
論
議
、
こ
れ
ら
の
難

し
い
諸
問
題
に
対
し
て
、
農
業
委
員
会
と
し

て
は
系
統
組
織
と
と
も
に
、
昨
年
三
月
以
降
、

数
回
に
わ
た
り
、
市
、
県
そ
し
て
国
に
要
望

及
び
要
請
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

関
係
機
関
と
も
協
調
し
、
農
業
者
の
代
表
機

関
と
し
て
の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
農
家
各
位
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
て
、
市
民
各
位
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　県内の農業委員が一堂に会する「第５５回宮城県農業委員大会」が
開催されました。
　今回の大会では、「みやぎの農業再生・復興」及び「TPP 交渉から
の即時撤退」に関する要望等が審議され、福島原発事故に伴う農畜産
物の風評被害の賠償範囲の是正、日本農業の崩壊を招く TPP 交渉か
らの即時撤退等の要望について、満場一致により決議されました。

第55回宮城県農業委員大会
農業再生復興、TPP交渉撤退に関する要望を決議
11 月 22 日（火）／まほろばホール（大和町）

◀
前
回
大
会
決
議
事
項
の
経
過
報
告

　
を
す
る
門
傳
仁
会
長

　多年にわたり農業委員会の委員としての
職務に専念し、農業の振興にご尽力いただ
いた功績が認められ、宮城県農業会議会長
表彰を受賞されました。

第55回宮城県農業委員大会表彰
３人の農業委員が
宮城県農業会議会長表彰を受賞

大澤 洋介 委員
（高清水５区）

鈴木 康則 委員
（若柳米ヶ浦１）

白石 　晃 委員
（築館蟹沢）
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は保険料の額を自由に決められる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

農地の賃借料情報
　平成２２年１２月から平成２３年１１月までの栗原
市内の農地（田）の賃貸借契約における賃借料水準

（１０a 当たり）は、以下のとおりです。
　今後、農地の貸し借りをする際の参考として御利用
下さい。
  ※ 農地の賃借料は、あくまで双方の合意に基づき決
　　 定されるものですのでご留意願います。

※　地区ごとの等級の欄の「収量未調査」とは、水稲収量
　調査が行われていない地域です。
※　基準収量は、栗原農業共済組合の情報に基づいており
　ます。
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
お申し込は・お問合せは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

※畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記しておりません。
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初
日
の
試
験
場
で
は
、
高
取
副
場
長
よ
り
水
稲
新
品

種
「
つ
や
姫
」
の
特
性
を
生
か
し
た
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
市
場
の
評
価

を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
に
、
適
地
へ
の
作
付
け
、
高

品
質
で
お
い
し
い
米
を
確
実
に
生
産
す
る
栽
培
技
術
を

実
行
す
る
と
い
う
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
「
つ
や
姫
」
は
、
短
稈
で
耐
倒
伏
性
に
優
れ
た
晩
生

種
で
す
。
高
温
登
熟
性
が
高
く
、
出
穂
以
降
の
高
温
に

よ
る
乳
白
な
ど
の
発
生
が
少
な
い
特
性
を
持
ち
、
玄
米

の
外
観
品
質
が
非
常
に
良
好
な
品
種
で
す
。

　

２
日
目
は
、
農
業
法
人
㈱
庄
内
こ
め
工
房
の
齋
藤
代

表
取
締
役
よ
り
、
こ
だ
わ
り
の
米
作
り
で
、
安
全
安
心

な
効
率
の
良
い
農
業
を
目
指
す
「
ま
い
す
た
ぁ
」
の
低

コ
ス
ト
農
業
を
実
践
し
て
い
る
内
容
の
講
義
を
受
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
専
業
農
家
や
若
手
農
業
後
継
者
の
グ
ル
ー

プ
で
研
究
会
を
持
ち
、
お
互
い
の
知
識
や
経
験
を
出
し

合
っ
て
、
お
い
し
い
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
農
薬
、
化
学
肥
料
は
慣
行
の
５
割
以
内

に
抑
え
、
グ
ル
ー
プ
で
統
一
し
た
特
別
仕
様
の
有
機
肥

料
を
使
用
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

す
ぐ
に
効
果
が
出
る
か
は

別
に
し
て
、
稲
作
農
業
の
将

来
を
担
う
た
め
の
組
織
を
作

り
た
い
と
考
え
、
ま
ず
は
庄

内
地
域
で
の
農
業
生
産
法
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
事

業
を
進
め
て
い
る
と
熱
く
語

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
第
２
農
地
部
会
で
は
、

山
形
県
尾
花
沢
市
及
び
最
上
町

の
耕
作
放
棄
地
対
策
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
初
め
に
尾
花
沢
市
の

農
事
組
合
法
人
こ
め
っ
こ
村
で

は
、
同
市
野
黒
沢
地
区
の
約

１
１
３
ア
ー
ル
の
耕
作
放
棄
地

が
、
市
外
に
住
む
非
農
家
の
所

有
者
と
、
大
豆
栽
培
の
規
模
拡

大
を
模
索
し
て
い
た
法
人
と
の

調
整
を
農
業
委
員
会
で
行
い
解
消
し
て
い
ま
し
た
。
現

地
で
は
、
平
成
21
年
度
に
交
付
金
等
を
活
用
し
て
大
豆

の
栽
培
が
行
わ
れ
、
事
業
前
に
大
変
荒
れ
て
い
た
農
地

が
、
き
れ
い
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
最
上
町
の
農
業
生
産
法
人
も
が
み
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
㈱
で
は
、
中
山
間
地
で
も
と
は
草
地
や
桑
園

で
あ
り
原
野
化
し
て
い
た
耕
作
放
棄
地
を
農
道
の
整
備

か
ら
行
い
再
生
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
地
を
視
察

し
た
と
こ
ろ
、
傾
斜
地
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
農
地
の
条
件
に
応
じ
て
、そ
ば
や
山
菜
（
月
山
タ
ケ
）

を
植
え
付
け
、
法
人
の
関
連
会
社
の
店
舗
や
食
堂
で
販

売
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
高
齢
な
ど
に
よ
り
農
地
を
管
理
で
き
な
い

所
有
者
と
事
業
拡
大
を
図
る
農
業
法
人
等
の
双
方
の

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
、
互
い
に
利
益
に
な
る
よ
う
に
考
え

な
が
ら
、
積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
調
整
が
図
ら
れ
て

お
り
、
今
後
の
耕
作
放
棄
地
対
策
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

　

第
１
農
地
部
会
の
１
日
目
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
製
造
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

新
潟
県
を
対
象
地
域
と
し
て
、
原
料
イ
ネ
の
栽
培
か
ら
、

エ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
、エ
タ
ノ
ー
ル
混
合
ガ
ソ
リ
ン（
グ

リ
ー
ン
ガ
ソ
リ
ン
）
の
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
も

の
で
す
。

　

農
家
は
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
の
た
め
、
飼
料
用
米

を
作
付
け
し
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
販
売
ま
で
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
17
年
の
事
業
開
始
か
ら
、
平
成
19
年
度
に
は
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
着
実
に
作
付
面
積
を
増
や

し
、
製
造
所
１
箇
所
で
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
１,
０

０
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
製
造
す
る
の
が
目
標
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
の
塩
害
田
で
の

イ
ネ
を
原
料
と
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
新
潟
精
米
工
場
を
視
察
し
ま

し
た
。
こ
の
施
設
は
、
昨
年
９
月
に
稼
働
し
た
、
８
階

建
て
の
大
型
の
工
場
で
、
す
べ
て
の
生
産
ラ
イ
ン
は
最

新
の
設
備
と
検
査
機
器
が

備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
配
置
さ
れ

る
人
員
は
わ
ず
か
20
数
名

で
、
年
間
２
万
４
千
㌧
が

生
産
さ
れ
、
全
国
に
出
荷

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農
で
は
、

特
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

対
応
を
強
化
し
、
安
全
安

心
な
美
味
し
い
米
を
追
及

し
て
い
ま
し
た
。

▲山形県水田農業試験場

▲耕作放棄地解消地（最上町）の視察

▲JA全農新潟精米工場

農地部会先進地視察研修報告
第
１
農
地
部
会　
米
山
嘉
彦
委
員
、
菅
原
正
幸
委
員

イ
ネ
原
料
バ
イ
オ
燃
料
利
用
事
業
を
視
察

11
月
29
日
・
30
日
／
新
潟
県
新
潟
市

第
２
農
地
部
会　
尾
形
陽
一
郎
委
員

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
研
修

11
月
７
日
・
８
日
／
山
形
県
尾
花
沢
市
、
最
上
町

第
３
農
地
部
会　
菅
原
英
俊
部
会
長

新
品
種
「
つ
や
姫
」
に
つ
い
て
研
修

11
月
10
日
・
11
日
／
山
形
県
鶴
岡
市
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新
し
い
暦
が
気
持
ち
を
変
え
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
月
日
が
経
つ
の

は
早
く
、
東
京
電
力
福
島
原
発
事
故

に
伴
う
農
畜
産
物
の
風
評
被
害
等
、

今
な
お
食
の
安
全
の
み
な
ら
ず
、
生

活
の
安
全
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

交
渉
参
加
と
い
う
、
さ
ら
に
危
険
な

綱
渡
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

美
し
い
農
村
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

こ
と
の
で
き
る
真
の
農
業
政
策
の
確

立
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
石
晃
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

農 業 委 員 会 か ら の お 知 ら せ

農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の提出はお早めに！

栗原市農業委員会事務局　☎（４２）１２３９

　農業委員会委員選挙人名簿は、選挙権を有する方からの申請に基づき、選挙管理委員会
が毎年１月１日現在でその選挙資格を調査し、調製するものです。
　資格要件は、次の（１）から（３）までの要件をすべて満たす方です。

（１） その選挙が行われる農業委員会の区域内に住所を有する者
（２） 年齢が満２０歳以上の者（平成４年４月１日以前に出生した者）
（３） 農地の耕作の業務を営む、次の①から③までの者
　　① 1,000㎡以上の農地について耕作の業務を営む者
　　② ①の同居の親族またはその配偶者であって、年間おおむね６０日以上耕作に
　　　従事していると農業委員会が認めた者
　　③ 1,000㎡以上の農地について耕作の業務を営む農業生産法人の組合員、社員
　　　または株主であって、年間おおむね６０日以上耕作に従事していると農業委
　　　員会が認めた者

　※　申請書は対象世帯に行政区長経由で配布いたします。
　※　記入例等を参考に御記入の上、１月６日（金）までに返信用封筒に入れ、各行政区長
　　宅へお届け願います。

「贈与税納税猶予の継続届」及び
「不動産取得税徴収猶予の延長届」の提出について

　農地の生前一括贈与により、「贈与税の納税猶予」及び「不動産取得税の徴収猶予」を受
けている方は、３年ごとにそれぞれを継続するための届出が必要です。
 　築館税務署と宮城県北部県税事務所から対象の方へ届出書が送付されますので、２月
１６日（木）までに各総合支所産業建設課へ提出してください。

お
ら
ほ
の
農
家
相
談

Ｑ
建
設
業
者
か
ら
、
私
の
家

の
畑
を
残
土
置
き
場
と
し

て
貸
し
て
ほ
し
い
と
相
談
が
あ

り
、
貸
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
手
続
き
は
必
要
で
す
か
。

Ａ
耕
作
者
自
ら
が
必
要
と
し

な
い
農
地
改
良
工
事
以
外

の
残
土
処
理
等
は
、
農
地
法
に

基
づ
く
一
時
転
用
の
許
可
が
必

要
で
す
の
で
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。


